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に、今日の地方自治体が国際交流を都市の発展戦略として位置づけ、G to G のグローバルパイプラ
インを基盤として実利につながる交流を進め、特定の産業分野についてそれぞれの強みのある地域と
連携しようとしていることを示した。 






















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、地域産業政策研究や産業集積(クラスター)研究の観点から、地方自治体による国際的な
地域産業政策について、理論的検討および実態分析を行っている。 
 第１章で問題意識と検討課題を述べており、第２章で先行研究の整理・検討を行っているが、先行
研究を踏まえながら、地域経済の活性化を目的とする地域産業政策は地方自治体が主体となって地域
産業の特性を生かして実施すべき点、イノベーションの源泉となる地域のクラスターの成長のために
は地域外の企業や機関との連携が必要である点、クラスターを国際的に連携させるためにはゲートキ
ーパーやグローバルパイプラインという役割が重要であること等を論じている。また、先行研究では
ゲートキーパーやグローバルパイプラインとなりうるアクターとして多国籍企業や大学・研究機関を
取り上げているだけで、地方自治体による国境を越えるクラスター連携とネットワーク構築について
は研究が不足していることを論じている。 
第３章～第５章で地方自治体の国際的な地域産業政策について事例研究を行っているが、第３章で
は地方自治体の海外事務所の立地展開等の分析から、地方自治体の国際政策の変遷について論じてい
る。第４章では地方自治体の水ビジネスの海外展開の分析から、国際的な政府間関係構築による地域
産業政策の重要性について論じている。第５章では地方自治体の国際見本市出展の分析から、一時的
な産業集積を活用したゲートキーパーの役割を論じている。 
第６章では欧州における地方自治体レベルでの国際的なクラスター連携の事例（特に「スマートス
ペシャリゼーション」という考え方）等を分析しながら、今後のクラスター連携のあり方・方向性に
ついて論じている。第７章で研究全体のまとめを行っている。 
本論文の意義としては、以下の３つが挙げられる。第１に、これまで研究が不足していた、地方自
治体の国際的な地域産業政策について、理論的検討および実態分析の両面から研究を行った点が評価
できる。 
第２に、理論的検討に関して、国際的なクラスター連携におけるゲートキーパーやグローバルパイ
プラインの概念を使って、地方自治体の国際的な地域産業政策の役割について考察した点が評価でき
る。 
第３に、実態分析に関して、地方自治体の海外事務所の立地展開や水ビジネスの海外展開、国際見
本市出展など、国際的な地域産業政策に関する事例研究を丹念に行った点が評価できる。 
ただし、本論文には問題点もある。地方自治体の国際的な地域産業政策が実際にはクラスター形成
に必ずしも成功していない面もあり、こうした課題についての検討が十分ではない。 
以上のような問題点は存在するものの、本論文の意義を損なうものではない。よって、審査委員会は、
本論文が博士（商学）の学位を授与するに値すると判断した。 
 
